
【事務事業調書】

■事務事業の概要

■活動指標

■事業費（計画） ■事業費（当初予算） ■事業費（実績）

1 1 1

2 2 2

会計 - 款 - 項 - 目 - 事業

事業の分類

予算科目
コード

2,940,000
詳細設計L=958.00m

8,914,500
配水管布設替工事　3本　L=415.10m

委託費

事務事業名 宝積寺地区配水管布設事業

実
績

担当部課 建設産業部 上下水道課
担　当 建設整備担当

サブリーダー 斎藤　賢二

配水管布設延長 ３００ｍ

細　節 金　額

委託費 1,890,000

どのような成果が現れます（現れました）か？

　配水管として整備することで、各戸への給水量及び水圧不足が解消できます。
　耐震性の高い管を布設することから、地震時における被害を減少させることができ、又道路上にお
ける管の維持管理の簡素化が図られます。

　配水管として整備することで、各戸への給水量及び水圧不足が解消できた。
　耐震性の高い管を布設することから、地震時における被害を減少させることができ、又道路上にお
ける管の維持管理の簡素化が図らた。

指　標 目　標　値 達　成　値

計
画

　宝積寺地区は、幹線道路に配水管が埋設されており、支線道路等には各戸が給水管にて引込
んでいることから、当事業にて各戸で布設した給水管に替えて配水管を布設します。
　北区は、下水道工事に併せて一体的に工事を進め、南区については、石綿ｾﾒﾝﾄ管更新事業
に併せて施工することで時間的コスト・建設的コストの低減を図る。

何をどのような方法で実施します（実施しました）か？

工事請負費 11,430,000

　宝積寺地区は、幹線道路に配水管が埋設されており、支線道路等には各戸が給水管にて引込
んでいることから、当事業にて各戸で布設した給水管に替えて配水管を布設しました。
　北区は、下水道工事に併せて一体的に工事を進め、南区については、石綿ｾﾒﾝﾄ管更新事業
に併せて施工することで時間的コスト・建設的コストの低減を図った。

415.10ｍ

特　記　事　項

金　額 特　記　事　項細　節

工事請負費 9,030,000 工事請負費

細　節 金　額

委託費 4,389,000

2 2 2

3 3 3

4 4 4

5 5 5

6 6 6

7 7 7

8 8 8

■事業経費

11,854,500 水道事業会計

0

10,920,000 0

11,854,500

決　算

補正予算額

11,854,500

11,854,500

-2,483,000

予
　
算

当初予算額

流用額

10,920,000

15,819,000

11,854,500

8,914,500工事請負費 11,430,000工事請負費 9,030,000 工事請負費

15,819,000

-1,481,500 委託費-1,449,000　工事費-32,500

財
　
源

計　画 実　績 特　記　事　項

予算現額

決算額

差引（一般財源）

国庫支出金

県支出金

受益者負担金

その他の特定財源

計

地方債




